２　灌漑組織としての用水仲間

　水利においては、純粋に個人の支配権は完全に排除される。常に、共同体的支配のもとでの、そのわく内での私的利用が存在するにすぎなかった。

　ここでは末端堰に関係する耕作者集団、すなわち灌漑単位地域を同じくする集団を用水仲間と呼ぶことにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（７）),する)。


　用水仲間構成員は必らずしも灌漑単位地域の耕作者全員ではなかった。灌漑単位地域が小字と合致する場合は耕作者全員が用水仲間を構成したが、それが２小字以上からなる場合は原則として末端堰に近い小字の耕作者のみで用水仲間をつくった。


　用水仲間の構成員は５人ないし１０人程度であった。ある耕作者が用水仲間構成員となるか否かはその灌漑単位地域内における耕作地の位置によった。一般に零細分散耕地制のもとでは、耕作者の耕地は羽合平野各地に分散し、末端堰に対して様々な位置にあったので、ある灌漑単位地域では用水仲間でも他の灌漑地域では非構成員となる場合も生じた。また同一人が２つ以上の用水仲間に所属することもあった。用水仲間は耕作者による集団であり、自作人も小作人も対等の資格で含まれたのである。


　すでに述べたように末端堰は地主の所有であったから、小作農民の参加は許されていなかった。堰の改修には地主の許可を必要とした。堰改修の必要性の有無は用水仲間が合議で決し、「ぢざくEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（８）),まい)」と称する地主の代理人を通じて願い出た。改修費は地主が末端堰関係地域での所有面積に応じて負担した。堰の修理、溝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さら),浚)えなどを総称して「堰直し」と呼び、渇水時で、地下水位の最も低い「４月EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（９）),仕事)」とされた。用水仲間全員が耕作地の広狭に関係なく参加し１～２日を要したという。工事の音頭取は必ずしも地主や「ぢざくまい」あるいは自作人ではなく、彼の耕作地が末端堰に最も近く位置してEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いちくち),一口)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みず),水)を取水する耕作者であった。彼の住居はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(よりあい),寄合)（集合）の「せきもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（10）),あい)」の宿を提供したが、取水に関しては他の用水仲間構成員と同等の権利を有したにすぎない。同一人が２つ以上の用水仲間に属することもあった。ある用水仲間における「音頭取」も別の用水仲間では「音頭取」とは限らなかった。彼は末端堰の堰板管理者、工事指揮者にすぎなかった。


　最終的な水利用単位は、個々の生産主体であり水利用主体でもある耕作者にはおかれておらず、それは、各所に分散した１枚１枚の零細耕地片におかれているのである。このことは、それぞれの耕地片を対象とした集団的水利秩序の形成を不可避的とした。たとえば、耕作者による盗水に対しては用水仲間として対処した。とくに渇水時には末端堰付近に水番を置いた。水番役についての慣行は特になく、用水仲間全員参加することが多かったとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（11）),いう)。

　いままでの考察を通じて明らかになったことを、ここで要約するとつぎのように整理することができる。

　用水仲間は用水配分の利害調整（平等性と持続性）することによって発生した。灌漑単位地域内の地縁的耕作者集団であった。彼らは末端堰と小井手の改修と管理、用水配分を公平・適切に共同しておこなった。この意味で用水仲間を灌漑単位地域の中核的な社会集団とみるべきでなかろうか。

　　　参考文献

　（１）　羽合堰普通水利組合「小鴨川ニ於ケル羽合堰沿岸沿革調査」１９０１　羽合土地改良区所有


　（２）　羽合土地改良区「県営羽合用水改良事業計画概要書」１９５５

　（３）　新沢嘉芽統・小出進・『耕地の区画整理』１９６８


　（４）　船川と呼ばれて通船の便に供したものもみられた（四ケ村井手）。９０頁


　（５）　水路の両側に杭を長方形に並べて打ち、その中に土のうを埋め、水路底に土台木をしきつめた板堰や、杭の部分

　　　　　　に切石を積み水路底に平石を並べた。

　（６）　白石太良「水利単位としての小字」（『人文地理』２３－６）１９７１


　（７）　末端堰のない灌漑単位地域では用水仲間は成立しなかった。


　（８）　在地の地主代理人。世襲制で各地主がそれぞれの「ぢざくまい」を各村に置いた。旧上浅津村には北村光太郎家

　　　　　　は２人、中村増次郎家では３人の地主の「ぢざくまい」を兼ねた。

　（９）　田植前の仕事の意味。旧暦の４月におこなわれるところからである。

　（10）　たんに「せきもや」ともいう。堰直し後などにおこなわれる宴会。会費は個人負担。

　（11）　末端堰の付近で火をたいて見張りをした。時には酒食を共にすることもあった。
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